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「前進！やまなしスタートアップ構想」の策定について（報告） 
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○ 本県がコロナ後においていち早く発展を遂げるためには、経済発展や地域全体

を活性化するスタートアップの強力なパワーが必要。 
 

○ 本県は、水素・燃料電池、医療機器、半導体及びロボットなどの分野で先端的

産業が発展。また、中部横断自動車道をはじめ、交通環境も急速に進展している

ところ。 
 

○ これらの特長を十分に生かし、スタートアップに①本県を選択してもらい、②

夢の実現を支援し、③ともに本県も成長するため、構想を作成しスタートアップ

関連施策を強力に推進する。 
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○ 構想の内容 

   別添「構想（概要版）」のとおり 

 

○ その他 

   構想は、令和４年度当初予算により新設する、スタートアップ向け専門ポー 

  タルサイトに掲載し、本県に関心を持ってもらう契機とする。 

 また、支援策の見直しに伴い、逐次、内容の更新を行う。 
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交通の進展や地理的優位性を生かし東京圏のみならず今後は静岡県や愛知県など広範囲に連携関係を構築（海外の有力スタートアップとの連携も視野に） 
本県へのスタートアップ誘致につなげる 
 

東京圏 

●都内に相談窓口を設置 
●スタートアップを重点ターゲットに 

施策を展開    

市町村・商工団体 

山梨県 
ワンストップ窓口 

山梨大学・山梨県立大学 

県内企業 
これまで県支援を受けた企業
輩） 

Mt.Fuji イノベーションエンジン 
山梨イノベーションベースほか民間支援団体 JETRO 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 

前進！やまなしスタートアップ構想 (概要版) 
山梨県

●本県はコロナ後にいち早く地域や経済の成長を遂げようと意図、その際スタートアップは最良のパートナー 
●スタートアップのイノベイティブなパワーは本県が目指す高付加価値化やハイクオリティイメージの増幅にも効果が期待できる 
●事業環境を言えば本県は先端的産業が発展、サプライチェーンの構築や関係研究機関の立地も着々、中部横断自動車道など交通状況も急速に進展 
●これら特長を生かし志ある方に①本県を選んでいただき②夢を実現し③ともに本県も成長するため、構想を策定しスタートアップを全力で支援する 

1 本県の特長 

趣  旨 

①先端的な産業の進展、②「甲斐の国から開の国へ」国内外に通じる交通のクロスポイントとして発展 
スタートアップにとっても大きな利点であり、これらの特長を本県誘致や誘致後支援において最大限活用していく 

水素・燃料電池 

・県自らグリーン水素を製造 
・世界的研究機関の山梨大学など 

研究機関が集積 
・国内最高の事業環境 

医療機器 

・国内最大の医療機器先進地・静
岡県との連携（総合特区認定） 

・専門支援機関メディカルデバイ
スコリドーセンターによる支援 

半導体、ロボット 

４ 連携の強化 
愛知県 

●豊橋技術科学大学 
と連携協定を締結 
（R3.11） 

 

●先端的な研究が進む大学や意欲的な企
業が多数存在→連携強化を促進 

●本県企業との融合による共同事業化な
どを進める 

 

３ 支援策の強化 支援策を強化し施策パッケージとして予算計上 
令和 4 年度当初予算額 140,313 千円 
 

起 業 

ビジネスプラン 

ビジネスアイデアコンテスト、セミナーを開催し検討段階の
プランをブラッシュアップ 
 

アクセラレーションプログラムによる専門家支援を提供 
 

山梨をフィールドにした実証実験をフルサポート 
 

事業展開 このほか資金、立地、専門人材、企業連携などについても
支援機関が一体となった支援を実施 
 

２ 支援体制の強化 意欲的な支援機関などを会員化し支援体制再構築のうえ協調支援 
製造業のほか農業、アート関係の新規事業も幅広に支援 
 

やまなし産業支援機構 

山梨中央銀行・甲府信用金庫 
ほか金融機関 

静岡県 

●東部地域とは医療機器連携を構築 
●新たに浜松市との間で地域連携の 

共同宣言を合意（R3.12） 
 
 

支援策紹介・誘致 

アイデア検討 

連携の強化 

 新 

積
極
誘
致
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り 

手
厚
い
支
援
で
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ニーズや成長段階に 
応じた支援を提供 

（例１）資金調達…県、金融機関、産業支援機構 

（例２）オフィス・事業用地・設備…県、市町村、産業支援機構、金融機関 

（例３）実証フィールド…県、市町村、大学、県内企業 

（例４）ジョイントベンチャー、オープンイノベーション…県、産業支援機構、大学 

ポータルサイトを新設し本県の特長や支援策を紹介 
  
スタートアップ支援が盛んな浜松市との間で連携を高める
事業を展開 
 

・半導体、ロボット分野で世界的企業が立地 
・好影響がサプライヤーに及び、県内企業の技術力は飛躍的に向上   

●有力な研究機関や支援機関による手厚い支援が可能 
●高度な技術力を持つ本県企業は様々な先端的産業の事業 

展開において有力な連携相手に 
→ODM・OEM は得意中の得意、ファブレス企業との連携や

オープンイノベーションに好適な企業が多数存在 
 

 新 

 新 

 新 

 新 




